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野
球
の
話
で
恐
縮
だ
が
、
物
心
つ
い
て
か
ら
の
私
は
大
の
プ
ロ
野
球
フ
ァ
ン
。

神
戸
生
ま
れ
で
神
戸
育
ち
の
御
多
分
に
洩
れ
ず
、
大
の
ト
ラ
キ
チ
で
あ
る
。 

シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
る
と
落
ち
着
か
な
い
。
タ
イ
ガ
ー
ス
の
試
合
に
一
喜
一
憂
、

家
に
居
る
と
き
は
必
ず
テ
レ
ビ
の
中
継
を
観
る
。
気
が
向
け
ば
、
近
隣
の
球
場
に

出
か
け
て
タ
イ
ガ
ー
ス
を
応
援
す
る
。
年
に
二
度
は
甲
子
園
ま
で
足
を
伸
ば
す
。 

野
球
は
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
と
同
じ
よ
う
に
団
体
競
技
だ
。
個
々
の
選
手
の

技
量
が
ど
ん
な
に
優
れ
て
い
て
も
、
そ
の
チ
ー
ム
が
勝
利
す
る
と
は
限
ら
な
い
。 

チ
ー
ム
の
勝
利
は
、
個
人
の
技
量
だ
け
で
な
く
、
野
球
に
対
す
る
姿
勢
に
よ
っ
て

大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
『
チ
ー
ム
・
プ
レ
イ
』
が
問
わ
れ
る
の
だ
。 

例
を
挙
げ
よ
う
。
昨
年
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
最
終
戦
。
セ
リ
ー
グ
で
勝
利
を
収
め

た
タ
イ
ガ
ー
ス
は
パ
リ
ー
グ
の
覇
者
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
対
戦
し
た
。 

場
面
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
一
対
〇
で
リ
ー
ド
の
九
回
表
、
タ
イ
ガ
ー
ス
最
後
の

攻
撃
。
一
死
満
塁
で
打
者
は
西
岡
。
ボ
ー
ル
・
カ
ウ
ン
ト
は
三
―
〇
。 

こ
の
場
面
で
、
西
岡
選
手
が
後
一
球
ボ
ー
ル
を
選
べ
ば
、
押
し
出
し
の
四
球
で

同
点
と
な
る
。
が
、
も
し
ヒ
ッ
ト
を
打
て
ば
ラ
ン
ナ
ー
二
人
が
生
還
し
て
逆
転
と

な
る
公
算
が
大
き
い
。
三
ボ
ー
ル
な
の
で
、
投
手
は
ボ
ー
ル
球
を
投
げ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
多
分
、
打
ち
や
す
い
球
が
来
る
だ
ろ
う
と
西
岡
選
手
は
読
ん
だ
。

そ
し
て
運
命
の
一
球
が
投
げ
ら
れ
た
。 

真
ん
中
高
め
の
直
球
。
見
送
れ
ば
ボ
ー
ル
の
球
。
が
、
西
岡
選
手
は
強
振
し
た
。

結
果
は
一
塁
ゴ
ロ
、
ダ
ブ
ル
プ
レ
ー
で
万
事
休
す
。
タ
イ
ガ
ー
ス
は
敗
れ
た
。 

結
果
論
か
ら
す
れ
ば
、
ボ
ー
ル
を
待
つ
べ
き
で
あ
っ
た
。
も
し
四
球
を
選
べ
ば
、

同
点
と
な
っ
て
勝
負
の
行
方
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
目
立
ち
た
が
り
屋
の
西
岡
の

選
択
は
強
行
策
だ
っ
た
。
自
分
が
打
て
ば
チ
ー
ム
の
勝
利
に
つ
な
が
る
。
そ
し
て
、

彼
自
身
は
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
れ
る
の
だ
。 

こ
う
い
う
ケ
ー
ス
で
、
絶
対
に
打
ち
気
に
は
や
ら
な
い
選
手
が
居
る
。
そ
れ
が
、

鳥
谷
選
手
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
鳥
谷
だ
っ
て
チ
ー
ム
の
勝
利
を
願
っ
て
い
る
。
が
、

可
能
性
か
ら
考
え
て
、
ヒ
ッ
ト
が
出
る
よ
り
も
四
球
と
な
る
確
率
が
高
い
場
面
、

四
球
を
選
ん
で
、
先
ず
は
同
点
に
し
て
お
こ
う
と
、
『
待
ち
』
を
選
択
す
る
の
だ
。 

鳥
谷
選
手
は
自
分
が
手
柄
を
立
て
る
よ
り
も
チ
ー
ム
が
勝
つ
こ
と
を
優
先
す
る
。 

い
わ
ゆ
る
チ
ー
ム
・
プ
レ
イ
に
徹
す
る
タ
イ
プ
。 

六
大
学
時
代
は
早
稲
田
の
三
番
を
張
っ
て
、
強
打
で
鳴
ら
し
て
い
た
。
華
麗
な



 2 / 2 

 

守
備
力
と
相
ま
っ
て
、
各
球
団
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
。
が
、
当
時
認
め
ら
れ
て

い
た
自
由
契
約
枠
と
い
う
制
度
を
適
用
し
て
、
争
う
こ
と
な
く
タ
イ
ガ
ー
ス
へ
の

入
団
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
時
、
巨
人
、
西
武
、
横
浜
の
各
球
団
が
鳥
谷
の
獲
得
を

目
指
し
、
多
額
の
契
約
金
を
準
備
し
て
い
た
。
だ
が
、
鳥
谷
は
「
お
金
で
自
分
の

将
来
を
決
め
た
く
な
い
。
そ
ん
な
人
間
だ
と
思
わ
れ
る
の
が
一
番
嫌
だ
」
と
語
り
、

二
〇
〇
四
年
、
自
分
の
希
望
す
る
タ
イ
ガ
ー
ス
を
選
ん
だ
。 

入
団
当
初
か
ら
一
軍
の
遊
撃
手
と
し
て
活
躍
、
今
年
五
月
に
は
、
千
五
百
試
合

連
続
出
場
と
い
う
記
録
を
達
成
し
た
。 

鳥
谷
は
今
や
タ
イ
ガ
ー
ス
の
主
力
選
手
で
人
気
も
高
い
。
そ
ん
な
鳥
谷
だ
が
、

野
球
に
対
す
る
態
度
は
『
く
そ
』
が
つ
く
ほ
ど
真
面
目
だ
。
本
塁
打
を
打
っ
て
も

派
手
な
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
は
な
く
、
ニ
コ
リ
と
も
し
な
い
。
相
手
投
手
に
失
礼
だ
と

い
う
配
慮
か
ら
だ
。
自
分
が
目
立
つ
こ
と
が
イ
ヤ
な
の
だ
。
チ
ー
ム
が
勝
利
し
た

試
合
の
後
、
ヒ
ー
ロ
ー
選
手
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
『
お
立
ち
台
』
に
立
つ

の
が
大
の
苦
手
。
だ
か
ら
、
彼
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
概
し
て
面
白
く
な
い
。 

お
立
ち
台
で
は
、「
最
高
で
ー
す
！
」
や
「
や
り
ま
し
た
！
」
と
、
大
き
な
叫
び

声
で
、
観
客
を
喜
ば
せ
る
選
手
が
多
い
が
、
鳥
谷
は
嬉
し
そ
う
な
顔
も
せ
ず
に
、

淡
々
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か
ら
の
次
の
質
問
に
対
す
る

鳥
谷
の
答
え
は
何
時
も
同
じ
だ
。 

「
決
勝
打
の
場
面
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
打
席
に
入
り
ま
し
た
か
？
」 

「
後
に
つ
な
ぐ
こ
と
だ
け
を
考
え
て
打
席
に
入
り
ま
し
た
」 

 

そ
う
。『
後
に
つ
な
ぐ
』
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
鳥
谷
の
目
指
す
チ
ー
ム
・
プ
レ
イ

の
要
諦
な
の
だ
。 

  

【
二
〇
一
五
年
七
月
記 

原
稿
用
紙
約
五
枚 

課
題
「
つ
な
ぐ
」
】 

  

1694 本目の安打を放った瞬間の鳥谷選手。  

これで初代 Mr.タイガース、藤村選手の記録を  

抜いた。  


